
第 53号第 53号
2024年

5月15日発行
2024年

5月15日発行上天草市

上天草市議会だより上天草市議会だより

Kamiamakusa-city assembly report EGAOKamiamakusa-city assembly report EGAOKamiamakusa-city assembly report EGAO

Ｐ１～４……３月定例会　　　Ｐ５～６……常任委員会　　　Ｐ７～ 11……一般質問　　　

Ｐ 12……賛否表　など　　　Ｐ 13～ 14……議会のうごき　など

Ｐ 15……笑顔がキラリ、まちを歩いて

　　



12024 上天草市議会だより
kamiamakusa municipal assembly

３月定例会
令和6年3月定例会は、2月26日から3月19日まで開催
され、条例14件、当初予算11件、補正予算8件、同意
2件、その他7件を審議しました。

補正予算（主なもの）補正予算（主なもの）
一般会計10億3,365万4千円を減額

３月定例会

天草広域連合衛生費負担金
 2,380万3千円 
　新ごみ処理施設整備事業における土地造成工事に際して、地山掘削の土質区分の変更および掘
削土を破砕のうえ盛土材として利用する必要が生じたことから、工事費の増額に伴い本市負担金
が増額となったもの。

▲工事前

▲貝場地区排水ポンプ

電力・ガス・食料品等価格高騰重
点支援給付金
 1,332万円減額 
　住民税均等割非課税世帯の対象者に給付し
た結果、申請件数が想定より少なかったこと
から予算を減額するもの。

一般会計10億3,365万4千円を減額
貝場地区排水ポンプ改修工事設計
業務委託料
 96万3千円減額 
　地区との協議により、工事内容が変更に
なったことで、当初計上していた設計業務委
託費が不要となったことから予算を減額する
もの。

大矢野中学校教室棟改修工事に伴
う仮設校舎リース料
 3,916万円減額 
　詳細な設計を行ったことによる規模の見直
しや、入札残により予算を減額するもの。

▲工事後
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★ 上天草市フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例及び上天草市パートタイム会計年度任用職
員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する一部を改正する条例の制定について

フルタイム会計年度任用職員の給料に「勤勉手当」を追加するもの

★ 生活衛生等関係行政の機能強化のための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関す
る条例の制定について

給水装置の新設、改造、修繕などの所管が、厚生労働省から国土交通省へ変更されたため、関係条例
を整理するもの

★ 上天草市文化財保護委員会設置条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

文化財保護委員の人数を「14人」から「８人以内」に、委員の
要件を「文化に関し、学識経験を有する者」から「文化財に関し、
知識経験を有する者」に改正するもの

条例改正条例改正

湯
島
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
業
務
委
託
料【
デ
ジ
田
交
付
金
】5
3
1

万
円
に
つ
い
て

問 

令
和
5
年
度
に
維
和
地
区
で
実
施
さ

れ
て
い
る
も
の
と
同
様
の
事
業
内
容
だ
が
、

効
果
を
ど
う
実
感
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

湯
島
を
選
ば
れ
た
理
由
は
。

答 

維
和
島
に
お
い
て
、
県
内
各
地
か
ら
参

加
者
を
募
り
、
ス
ポ
ー
ツ
や
食
を
地
元
の
人

と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
交
友
関
係
を
深
め

る
持
続
可
能
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
、

児
童
を
対
象
と
し
た
ア
マ
モ
場
造
成
の
体
験

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
資
源
を
大
切
に
す
る

と
い
う
責
任
や
海
の
豊
か
さ
の
必
要
性
を
地

域
住
民
や
参
加
者
に
感
じ
て
頂
き
、
そ
れ
に

よ
り
理
解
を
深
め
て
頂
い
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

上
天
草
市
面
的
Ｄ
Ｘ
基
盤
構
築
・
観
光
周
遊

シ
ス
テ
ム
構
築
業
務
委
託
料
2
7
7
0
万
9

千
円
に
つ
い
て

問 

現
在
、
市
の
観
光
の
中
心
は
大
矢
野
・

松
島
と
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
周
遊
シ
ス
テ

ム
構
築
と
な
っ
て
い
る
が
、
姫
戸
・
龍
ヶ
岳

ま
で
の
観
光
客
の
流
れ
を
ど
の
よ
う
に
し
て

作
り
出
す
つ
も
り
か
。

答 

上
天
草
市
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
で
使
用

し
た
デ
ジ
タ
ル
周
遊
ア
プ
リ
「
コ
コ
シ
ル
」

内
に
、
観
光
ポ
イ
ン
ト
お
よ
び
ポ
イ
ン
ト
ラ

リ
ー
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
そ
の
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
て
、
市
内
全
域
の
宿
泊
施
設
、
観

光
体
験
施
設
や
飲
食
店
な
ど
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
設
置
し
て
、
買
い
物
な
ど
に
利
用
で
き
る

よ
う
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
購
入
い
た
だ
い
た
金
額
に
一
定
の

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
登
録
を
行
っ
た
施
設

な
ど
で
使
え
る
よ
う
に
し
て
、
姫
戸
白
嶽
自

然
公
園
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン

や
龍
ヶ
岳
山
頂
自
然
公
園
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
へ
周
遊
で
き
る
よ
う
、

ポ
イ
ン
ト
が
活
用
で
き
る
施
設
を
市
内
全
域

に
指
定
し
、
観
光
客
に
周
遊
・
連
泊
を
さ
せ
、

利
用
者
増
加
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

指
定
管
理
委
託
料（
大
矢
野
自
然
休
養
村
管
理

セ
ン
タ
ー
）1
0
4
1
万
9
千
円
に
つ
い
て

問 

指
定
管
理
者
と
の
引
き
継
ぎ
状
況
は
。

答 

現
地
で
施
設
整
備
、
備
品
等
の
確
認
や

予
算
管
理
に
関
す
る
協
議
を
進
め
て
お
り
、

指
定
管
理
者
の
運
営
お
よ
び
市
民
の
活
用
が

円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
、
利
用
者
へ
の

周
知
を
速
や
か
に
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
6
年
度
上
天
草
市
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て

議案質疑議案質疑
議案質疑の動画

提出された議案に対する質疑の一部を要約して掲載します。

▲イコット内歴史資料室
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令和６年度

上天草市一般会計予算　195億7,134万円

国際文化体験活動事業
 709万円 
　外国人講師と英会話や交流活動を行い、異
文化に対する理解を深め、豊かな国際感覚を
養うもの。

認定農業者等支援事業
 1,410万1千円 
　認定新規就農者等へ就農初期段階での経営
リスクの軽減、就農意欲向上を図るための資
金の交付、認定農業者で国、県の補助対象と
ならない小規模土地改良や農業用機械購入等
に必要な経費の補助等を実施するもの。

地域おこし協力隊事業（企画政策課）
 4,649万3千円 
　地域づくり活動に意欲のある外部人材を積
極的に誘致し、地域の維持・強化において成
果を残すため、引き続き地域おこし協力隊事
業を活用するもの。

ごみ処理事務事業
 1億5,104万2千円 
　一般廃棄物の処理体制の確立、生ごみ処理
機器購入費の補助、ごみ減量化・資源化推進
交付金の交付等を実施し、市民のごみの減量
化および資源化に対する意識向上を図るもの。

▲地域おこし協力隊の活動

▲ハロウィンパーティー

市制施行20周年事務事業
 383万9千円 
　令和６年３月３１日に、上天草市が誕生し
て20周年を迎えたことから、記念式典を開催
するもの。

生活支援体制整備事業
 2,248万8千円 
　生活支援コーディネーターの配置や、高齢
者の社会参加および自立した日常生活の支援
または介護予防に係る体制の構築を図るもの。

▲生ごみ処理機「キエーロ」



学校給食一般管理事務事業
 1億4,226万7千円 
　学校給食に係る施設の維持管理や給食費の
補助等を行うもの。

【補助内訳】

① 給食材料の物価高騰に係る支援として、全
児童生徒に対し月500円（年5,500円）を
交付

② 多子世帯の負担軽減として、第2子以降の
給食費の2分の1補助

証明書等コンビニ交付サービス事業
 2,209万円 
　令和6年度は、「書かない窓口」の一部導入
として、新たに行政キオスク端末を各窓口に
設置すること等で、窓口手続きの効率化を図
るもの。

外国人観光客誘致事業
 1,479万5千円 
　コロナ禍以降、急激に増加傾向のインバウ
ンド需要に対応するための受け皿強化するも
の。特に台湾の大手半導体メーカー TSMC
の熊本県進出により、台湾からの観光重要が
高まっており、台湾を中心とするプロモー
ションを強化することで、さらなる外国人観
光客の増加を図るもの。

空家等対策事業
 2,036万円 
　市内に存在する空家等は1,519戸におよび、
このうち倒壊等の恐れのある危険な空家等は
118戸存在するため、
空家等の発生予防、
危険な空家等の
除却に向けた施
策を実施するも
の。

、

子育て世帯就学・進学応援給付金事業
 1,537万6千円 
　経済的負担が増加する小中学校入学（就学・
進学）時の支援として、児童1人あたり5万円
を給付するもの。

▲新１年生

4 2024 上天草市議会だより
kamiamakusa municipal assembly

令和6年度一般会計予算をはじめ、7つの特別会計および3つの企業会計
について審議を行い、全会一致で可決しました。今回は一般会計のうち、
主な事業をお知らせします。
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常任委員会

現
地
踏
査

　

令
和
6
年
度
上
天
草
市
一
般
会
計
予
算

に
計
上
さ
れ
て
い
る
、
貝
場
地
区
排
水
ポ

ン
プ
場
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
総
務
常
任

委
員
会
で
現
地
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

上
天
草
市
介
護
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

問 

所
得
段
階
を
9
段
階
か
ら
13
段
階

へ
変
更
し
た
理
由
は
。

答 

国
の
動
向
に
よ
り
、
所
得
段
階
を

9
段
階
か
ら
13
段
階
に
設
定
す
る
も
の
で
、

高
所
得
者
の
標
準
乗
率
の
引
き
上
げ
と
低

所
得
者
の
標
準
乗
率
の
引
き
下
げ
を
行
い
、

低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

問 

保
険
料
の
基
準
額
を
5
9
0
0
円

と
設
定
し
て
い
る
が
、
他
自
治
体
と
比
較

し
て
ど
う
な
の
か
。

答 

2
0
2
3
年
の
全
国
平
均
が

6
0
1
4
円
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
的
に

見
て
も
低
額
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問 
段
階
別
の
予
定
人
員
お
よ
び
減
額

さ
れ
る
階
層
は
。

答 

令
和
5
年
4
月
現
在
の
1
号
被
保

険
者
数
に
当
て
は
め
た
場
合
、
第
1
段
階

が
2
0
0
6
人
、
第
2
段
階
が
1
6
1
6

人
、
第
3
段
階
が
9
8
6
人
、
第
4
段
階

が
1
0
7
7
人
、
第
5
段
階
が
1
7
5
9

人
、
第
6
段
階
が
1
5
9
5
人
、
第
7
段

階
が
8
9
4
人
、
第
8
段
階
が
3
5
5
人
、

第
9
段
階
が
1
1
5
人
、
第
10
段
階
が
70

人
、
第
11
段
階
が
65
人
、
第
12
段
階
が
29

人
、
第
13
段
階
が
1
0
7
人
で
、
減
額
さ

れ
る
階
層
は
、
第
1
段
階
か
ら
第
9
段
階

と
な
り
、
第
10
段
階
か
ら
第
13
段
階
は
増

額
と
な
り
ま
す
。

現
地
踏
査

ス
パ
・
タ
ラ
ソ
天
草
お
よ
び
今
津
小
学
校

屋
内
運
動
場
に
つ
い
て
、
文
教
厚
生
常
任

委
員
会
で
現
地
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　本会議で委員会に付託された議案等について、常任委員会で審査しました。
その経過と結果について報告します。（主なもの）

総
務
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

▲現地踏査の様子（総務常任委員会）

▲現地踏査の様子（文教厚生常任委員会）

可
決
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上
天
草
市
漁
港
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

問 

工
作
物
設
置
を
目
的
と
す
る
占
用

を
3
年
か
ら
10
年
に
改
め
る
こ
と
で
、
ど

の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
。

答 

占
用
を
3
年
か
ら
10
年
に
す
る
こ

と
で
、
申
請
や
事
務
手
続
の
負
担
が
軽
減

さ
れ
、
海
業
関
連
事
業
等
で
民
間
活
力
の

導
入
を
行
う
場
合
等
に
は
、
事
業
計
画
が

10
年
間
で
査
定
で
き
、
参
入
し
や
す
く
な

る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
工

作
物
の
例
と
し
て
は
、
漁
協
が
設
置
し
て

い
る
荷
捌
き
所
、
給
油
、
製
氷
施
設
や
電

力
会
社
の
電
柱
、
携
帯
電
話
会
社
の
電
波

塔
、
水
産
加
工
施
設
が
あ
り
ま
す
。

令
和
6
年
度
上
天
草
市

一
般
会
計
予
算

 【 

土
木
総
務
一
般
事
務
事
業
の
上
天
草

市
工
事
発
注
者
支
援
業
務
委
託
料

9
8
0
万
円
に
つ
い
て
】

問 

市
で
発
注
す
る
事
業
の
中
で
職
員

が
設
計
等
を
行
う
事
業
に
つ
い
て
、
民
間

技
術
者
か
ら
支
援
を
い
た
だ
く
事
業
と
の

こ
と
だ
が
詳
細
は
。

答 

本
業
務
は
令
和
5
年
度
か
ら
導
入

し
て
い
る
も
の
で
、
月
に
10
日
程
度
業
務

を
行
っ
て
お
り
、
職
員
と
一
緒
に
現
地
へ

測
量
等
に
行
っ
た
後
、
今
後
の
対
策
等
を

協
議
し
、
業
務
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

【 

特
定
空
家
等
の
行
政
代
執
行
7
2
6

万
7
千
円
に
つ
い
て
】

問 

行
政
代
執
行
の
過
去
の
実
績
は
。

答 

上
天
草
市
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で

行
政
代
執
行
の
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問 

何
件
の
執
行
を
予
定
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
解
体
に
要
し
た
費
用
は
後
に

所
有
者
に
請
求
さ
れ
る
と
思
う
が
、
支
払

わ
な
か
っ
た
場
合
、
ど
う
な
る
の
か
。

答 

本
年
度
は
1
件
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
行
政
代
執
行
法
に
基
づ
き
執
行
す
る

も
の
と
な
り
、
執
行
後
、
額
が
決
定
し
、

そ
の
額
を
所
有
者
へ
請
求
す
る
形
と
な
り

ま
す
。
支
払
い
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
国

税
法
や
関
係
法
令
を
も
と
に
強
制
徴
収
で

き
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
不
動
産
の
差

し
押
さ
え
等
を
行
っ
た
上
で
、
競
売
等
を

行
い
、
土
地
等
が
あ
れ
ば
解
体
費
用
と
し

て
徴
収
す
る
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 【 

消
防
団
員
報
酬
お
よ
び
消
防
団
員
出

動
報
酬
に
つ
い
て
】

問 

直
近
5
年
間
の
消
防
団
員
数
の
推

移
は
。
ま
た
、
条
例
で
定
め
ら
れ
た
定
数

に
対
す
る
充
足
率
は
。

答 

令
和
元
年
度
が
9
9
3
人
、
令
和

2
年
度
お
よ
び
3
年
度
が
9
9
0
人
、
令

和
4
年
度
が
9
7
0
人
、
令
和
5
年
度
が

9
5
3
人
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
元
年
度

と
令
和
5
年
度
を
比
較
す
る
と
40
人
減
少

し
て
い
ま
す
。
条
例
上
の
定
数
は
、

1
0
5
0
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
充
足
率

は
90
・
8
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 【 

上
天
草
市
高
齢
者
の
見
守
り
を
兼
ね

た
移
動
販
売
事
業
補
助
金
3
2
5
万

円
に
つ
い
て
】

問 

車
両
購
入
、
設
備
整
備
、
運
営
費

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
1
事
業
者
を
想
定

さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
形
態
で
実

施
し
、
見
守
り
を
行
う
予
定
と
し
て
い
る

の
か
。

答 

対
象
地
域
は
、
維
和
地
区
、
牟
田

地
区
、
大
道
地
区
の
3
地
区
を
想
定
し
て

お
り
、
家
の
前
で
定
期
的
に
移
動
販
売
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
見
守
り
活
動
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

▲消防出初式

可
決

可
決
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一般質問
3月定例会では7人の議員が一般質問を行いました。

日程 議員氏名 質問事項

3　

／　

13

井手口隆光
▶ 小学校の部活動が社会体育に移行されたことについて
▶ 小学校児童の放課後等の時間の過ごし方について

北垣　　洋
▶ 学校給食における物価高騰対策について
▶ オルレコースの維持管理と展望について

小西　涼司
▶ 上天草市立上天草総合病院について
▶ 市内小・中学校のトイレの洋式化について

宮下　昌子
▶ 指定避難所への空調設置について
▶ 瓦屋根改修補助事業について
▶ 市民の健康づくりについて

3　

／　

14

西本　輝幸
▶ 文化財に指定されている千巌山、高舞登山の管理と施策について
▶ 雲仙天草国立公園千巌山展望所の管理と施策について

田中　辰夫
▶ 令和5年3月議会一般質問への対応について
▶ 令和5年6月議会一般質問への対応について
▶ 令和5年12月議会一般質問への対応について

塩田　真一
▶ 中学校の部活動について
▶ 災害備蓄物資の状況ついて

一般質問の動画を配信しています！
●注意（免責）事項●

・配信している映像は本市議会の公式記録ではありません。公式

記録は会議録をご覧ください。

・発言の訂正や取り消しが行われた場合、当該箇所の映像や音声

が消去される場合があります。

・視聴には大量のデータ通信が発生しますので、Wi-Fi 接続や定

額通信サービス環境での視聴を推奨します。

上天草市議会中継

YouTubeで公開中
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井手口 隆光 議員

見聞や体験は子供たちの
将来の幅を広くするＱ
Ａ 民間事業者等の活用は
有効である

【 

小
学
校
児
童
の
放
課
後
等
の
時

間
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
】

井
手
口　

児
童
の
体
が
成
長
す
る

に
つ
れ
て
、
体
を
動
か
す
こ
と
を

継
続
し
て
い
け
る
も
の
を
見
つ
け

れ
ば
、
将
来
的
に
生
き
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
が
、

放
課
後
に
体
を
動
か
す
時
間
を
設

け
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
の
か
。

教
育
部
長　

教
良
木
小
学
校
で
は
、

週
1
回
程
度
、
保
護
者
が
中
心
と

な
り
、
子
供
た
ち
と
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長　

放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
で
、
遊
び
を
通
し
た

自
主
性
、
社
会
性
お
よ
び
創
造
性

の
向
上
に
資
す
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

井
手
口　

商
工
会
な
ど
の
団
体
等
、

民
間
事
業
者
を
活
用
し
た
「
学
校

で
は
教
え
な
い
授
業
」
と
し
て
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
応
用
編
の
よ
う

な
教
室
は
で
き
な
い
か
。

教
育
部
長　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的

思
考
の
育
成
に
有
用
で
あ
り
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も
結
び
付
く
も

の
で
、
学
校
の
希
望
す
る
授
業
内

容
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
を
図
る
こ

と
で
実
施
が
可
能
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

井
手
口　

田
舎
で
は
体
験
で
き
な

い
見
聞
や
体
験
な
ど
は
、
子
供
た

ち
の
将
来
の
幅
を
広
く
す
る
。

【 

小
学
校
の
部
活
動
が
社
会
体
育

に
移
行
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
】

井
手
口　

社
会
体
育
移
行
後
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
の
児
童
の
登
録

者
数
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
数
、

指
導
者
バ
ン
ク
登
録
者
数
は
。

教
育
部
長　

3
7
2
人
の
児
童
が

登
録
し
て
お
り
、
活
動
中
の
団
体

は
27
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の

登
録
者
数
は
61
人
で
、
教
職
員
は

1
人
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

井
手
口　
「
体
力
・
運
動
能
力
調

査
」
の
結
果
で
、
上
天
草
市
と
全

国
と
を
比
較
し
た
際
の
見
解
は
。

教
育
部
長　

本
市
の
児
童
の
体
力

に
つ
い
て
は
良
好
な
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
各
学
校
で
新
体
力
テ
ス

ト
の
結
果
を
も
と
に
、
課
題
に
応

じ
た
体
力
向
上
の
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
オ
ル
レ
コ
ー
ス
の
維
持
管
理
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
】

北
垣　

オ
ル
レ
コ
ー
ス
を
管
理
す

る
人
た
ち
の
高
齢
化
や
人
手
不
足

が
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
今

後
も
継
続
的
な
コ
ー
ス
の
維
持
管

理
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
そ
れ
ら

の
課
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

経
済
振
興
部
長　

意
見
交
換
会
を

行
っ
て
い
る
中
で
も
、
そ
れ
ら
の

課
題
が
意
見
と
し
て
あ
る
た
め
、

維
持
管
理
の
課
題
と
し
て
委
託
先

含
め
、
協
議
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

市
長　

コ
ー
ス
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
将
来
的
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
頼
る
の
が
、
だ
ん
だ
ん
と
難
し

く
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

韓
国
で
は
１
オ
ル
レ
に
１
社
と
い

う
企
業
ス
ポ
ン
サ
ー
が
つ
い
て
い

て
、
我
々
の
地
域
で
も
企
業
に
対

し
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

【
学
校
給
食
に
お
け
る
物
価
高
騰

対
策
に
つ
い
て
】

北
垣　

児
童
生
徒
数
の
少
な
い
地

域
で
は
、
１
食
分
の
調
理
に
係
る

コ
ス
ト
が
割
高
と
な
る
。
ま
た
、

食
材
の
調
達
も
容
易
で
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
よ
う
だ
が
、
現
状
を

把
握
し
て
い
る
か
。

教
育
部
長　

児
童
生
徒
数
が
少
な

い
調
理
場
に
お
い
て
は
、
食
材
単

価
が
高
く
な
る
こ
と
、
ま
た
、
調

達
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
状
況
を
把

握
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中

で
も
、
調
理
場
ご
と
に
購
入
先
の

確
保
や
食
材
購
入
を
工
夫
さ
れ
る

な
ど
適
正
な
運
営
に
努
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
物
価
高
騰
お
よ
び
多
子

世
帯
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
学
校

給
食
調
理
場
を
集
約
化
す
る
事
に

よ
り
、
小
規
模
校
に
お
け
る
給
食

コ
ス
ト
高
を
軽
減
す
る
こ
と
か
ら
、

調
理
場
の
共
同
化
を
併
せ
て
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

北垣　洋 議員

1食分のコストが割高に、
現状の把握はＱ
Ａ 調理場の共同化を
進めている

▲ ものづくりフェア
　会場で撮影

▲ オルレの様子
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【 

指
定
避
難
所
へ
の
空
調
設
置
に

つ
い
て
】

宮
下　

指
定
避
難
場
所
と
も
な
っ

て
い
る
小
中
学
校
の
体
育
館
で
、

エ
ア
コ
ン
設
置
は
あ
る
の
か
。

教
育
部
長　

児
童
生
徒
の
熱
中
症

対
策
と
あ
わ
せ
、
避
難
所
の
機
能

強
化
と
し
て
も
有
効
で
す
が
、
多

額
の
費
用
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
老
朽
化
し
た
施
設
の
改
善
や

ト
イ
レ
の
洋
式
化
・
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

宮
下　

文
科
省
は
、
改
修
時
や
新

築
の
場
合
、
令
和
5
年
度
か
ら
3

年
間
は
、
設
置
費
の
2
分
の
1

（
通
常
は
3
分
の
1
）
を
補
助
す

る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
体
育
館

の
改
修
時
に
検
討
さ
れ
た
の
か
。

教
育
部
長　

予
算
上
の
平
準
化
を

含
め
、
今
回
は
困
難
だ
と
解
釈
し
、

着
手
し
て
い
ま
せ
ん
。

宮
下　

有
利
な
国
の
支
援
が
あ
る

と
き
に
で
き
な
い
な
ら
ば
、
今
後

益
々
難
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

早
く
ど
う
に
か
し
た
い
と

い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
が
、
実
質

額
と
文
科
省
が
考
え
る
額
の
差
が

あ
ま
り
に
も
開
き
す
ぎ
て
、
事
業

が
出
来
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
り

ま
す
。

【 

瓦
屋
根
改
修
補
助
事
業
に
つ
い

て
】

宮
下　

事
業
を
制
度
化
し
て
い
な

い
理
由
は
。

建
設
部
長　
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

等
支
援
事
業
」
で
支
援
を
行
っ
て

お
り
、
内
容
も
老
朽
化
に
よ
る
吹

き
替
え
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
台

風
耐
震
対
策
と
し
て
の
実
績
は
ほ

と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
制
度
化
に

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

宮
下　

国
の
補
助
事
業
は
、
工
事

費
の
23
％
、
最
大
で
55
万
2
千
円

が
補
助
さ
れ
る
。
市
民
に
と
っ
て

は
、
断
然
有
利
だ
。
補
助
率
が
高

く
な
れ
ば
考
え
る
人
も
出
て
く
る

の
で
は
な
い
か
。
今
後
制
度
化
す

る
考
え
は
な
い
か
。

建
設
部
長　

補
助
額
の
2
分
の
1

が
市
の
負
担
と
な
り
、
現
時
点
で

は
難
し
い
が
、
市
民
の
関
心
度
の

高
ま
り
や
、
他
自
治
体
の
状
況
を

注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

【 

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い

て
】

小
西　

市
内
小
学
校
、
中
学
校
の

ト
イ
レ
の
洋
式
化
率
は
い
く
ら
か
。

教
育
部
長　

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式

化
率
は
小
学
校
41
％
、
中
学
校

58
％
、
小
中
学
校
平
均
で
46
％
で

す
。

小
西　

2
0
2
3
年
度
の
文
部
科

学
省
の
調
査
で
は
、
熊
本
県
の
平

均
が
61
・
2
％
で
本
市
は
県
下
14

市
中
13
番
目
で
あ
る
が
、
洋
式
化

率
と
順
位
に
つ
い
て
、
ど
う
捉
え

て
い
る
の
か
。

教
育
部
長　

洋
式
化
に
つ
い
て
は
、

足
腰
へ
の
負
担
が
か
か
り
に
く
く
、

衛
生
面
に
お
い
て
も
清
潔
に
保
つ

こ
と
が
で
き
る
等
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
防
災
機
能
強

化
の
観
点
か
ら
洋
式
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

小
西　

保
護
者
等
か
ら
洋
式
化
へ

の
要
望
や
現
在
の
ト
イ
レ
に
対
し

て
の
苦
情
等
は
な
い
の
か
。

教
育
部
長　

学
校
か
ら
の
要
望
に

つ
い
て
は
、
今
津
小
学
校
1
、
2

年
生
棟
の
洋
式
ト
イ
レ
の
増
設
の

要
望
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

小
西　

洋
式
化
に
つ
い
て
、
施
設

整
備
（
和
式
の
取
り
扱
い
）
の
方

針
お
よ
び
計
画
の
課
題
は
あ
る
の

か
。

教
育
部
長　

学
校
ト
イ
レ
は
、
教

育
上
の
観
点
や
衛
生
面
か
ら
、
座

面
に
触
れ
る
洋
式
を
好
ま
な
い
児

童
生
徒
も
一
定
数
い
る
と
の
理
由

で
、
和
式
を
一
つ
は
残
す
と
い
う

取
組
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校
が
洋
式
で

あ
る
中
、
児
童
生
徒
の
動
向
も
変

化
し
て
き
て
お
り
、
基
本
的
に
は
、

洋
式
化
を
推
進
す
る
方
向
で
対
応

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
西　

環
境
は
人
を
つ
く
り
、
人

を
育
て
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
子

供
た
ち
に
と
っ
て
の
学
び
舎
で
あ

る
た
め
、
ト
イ
レ
を
含
ん
だ
い
ろ

い
ろ
な
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

小西　涼司 議員

学校のトイレの洋式化率はＱ
Ａ 小中学校平均で46％

宮下　昌子 議員

小中学校体育館に
エアコン設置をＱ
Ａ 国の支援があっても、
多額の費用が課題

▲ 洋式化された学校トイレ
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【 

雲
仙
天
草
国
立
公
園
千
巌
山
、

高
舞
登
山
の
管
理
と
施
策
に
つ

い
て
】

西
本　

千
巌
山
の
雑
木
が
生
い

茂
っ
た
現
状
を
ど
う
捉
え
て
い
る

の
か
。

経
済
振
興
部
長　

平
成
29
年
度
に

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し

大
規
模
伐
採
を
実
施
し
、
7
年
経

過
し
部
分
的
に
雑
木
が
伸
び
景
観

を
阻
ね
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
ま
す
。
雑
木
が
大

き
く
な
れ
ば
、
か
か
る
費
用
も
高

額
と
な
り
、
新
た
に
国
等
の
許
可

も
必
要
と
な
り
、
県
等
の
関
係
機

関
と
協
議
を
行
い
計
画
的
に
伐
採

し
て
ま
い
り
た
い
。

西
本　

文
化
財
、
国
立
公
園
の
指

定
を
受
け
た
千
巌
山
の
景
観
と
資

源
を
活
か
し
た
、
観
光
客
を
誘
致

す
る
た
め
の
構
想
は
あ
る
の
か
。

経
済
振
興
部
長　

本
市
の
観
光
振

興
施
策
の
主
軸
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
自
然
や
景
観
を
中
心
と
し
た
ア

ウ
ト
ド
ア
な
ど
の
体
験
型
の
観
光

誘
客
に
関
し
て
は
、
本
市
を
代
表

す
る
景
勝
地
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

エ
リ
ア
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

今
後
も
名
勝
指
定
の
景
観
や
雲
仙

天
草
国
立
公
園
を
活
用
し
た
観
光

誘
客
に
加
え
、
体
験
型
観
光
を
推

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

西
本　

体
験
型
観
光
を
推
進
し
て

い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う

な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

経
済
振
興
部
長　

千
巌
山
に
お
い

て
は
、
展
望
所
か
ら
の
す
ば
ら
し

い
眺
望
を
楽
し
み
実
施
さ
れ
て
き

た
オ
ル
レ
前
島
か
ら
の
サ
イ
ク
リ

ン
グ
の
推
進
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

西
本　

千
巌
山
は
伸
び
し
ろ
の
あ

る
国
立
公
園
な
ど
で
、
観
光
客
を

誘
致
す
る
た
め
に
は
企
画
立
案
さ

れ
て
観
光
振
興
に
繋
ぐ
よ
う
に
努

力
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

【 

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
千

巌
山
、
高
舞
登
山
の
管
理
と
施

策
に
つ
い
て
】

西
本　

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
千
巌
山
、
高
舞
山
の
雑
木
が
生

い
茂
っ
た
現
状
に
つ
い
て
。

教
育
部
長　

雑
木
等
に
よ
り
景
観

に
影
響
が
生
じ
る
こ
と
は
適
当
で

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

教
育
長　

景
観
を
維
持
す
る
こ
と

は
必
要
で
あ
る
認
識
は
持
っ
て
お

り
ま
す
。

西
本　

継
続
し
た
雑
木
の
管
理
が

必
要
で
あ
り
、
事
業
の
必
要
性
も

含
め
、
市
と
し
て
の
方
針
等
を
定

め
適
正
な
管
理
を
要
望
す
る
。

【 

上
天
草
総
合
病
院
の
駐
車
場
に

つ
い
て
】

田
中　

今
ま
で
実
施
さ
れ
た
対
策

お
よ
び
検
討
内
容
は
。

病
院
事
務
部
長　

病
院
前
の
デ
イ

リ
ー
ス
ト
ア
横
に
9
台
分
確
保
し
、

ま
た
、
1
台
当
た
り
の
ス
ペ
ー
ス

を
拡
張
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
駐

車
場
整
理
員
を
1
名
体
制
か
ら
2

名
体
制
に
変
更
し
ま
し
た
。

田
中　

龍
ヶ
岳
体
育
館
横
の
建
物

調
査
の
経
過
に
つ
い
て
は
。

市
民
生
活
部
長　

土
地
購
入
費
、

家
屋
、
作
業
倉
庫
の
移
転
補
償
費

お
よ
び
各
種
保
障
費
等
の
算
定
を

完
了
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
公
共

施
設
の
再
編
計
画
等
を
含
め
て
整

理
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
松
島
総
合
運
動
公
園
に
つ
い
て
】

田
中　

工
事
の
進
捗
状
況
お
よ
び

今
後
の
利
用
料
金
に
つ
い
て
。

教
育
部
長　

ナ
イ
タ
ー
照
明
設
備

の
改
修
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
6
年
8
月
の
工
事
完
了
に
む

け
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

野
球
場
の
改
修
工
事
に
つ
い
て

は
、
年
度
内
に
完
了
す
る
予
定
で

す
。
施
設
の
利
用
料
金
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
変
更

す
る
予
定
は
な
く
、
現
状
維
持
と

し
ま
す
。

【 

前
島
地
区
の
交
通
渋
滞
対
策
に

つ
い
て
】

田
中　

繁
忙
期
に
お
け
る
前
島
地

区
の
交
通
渋
滞
対
策
に
つ
い
て
地

域
住
民
か
ら
意
見
等
に
つ
い
て
聴

取
さ
れ
た
か
。

経
済
振
興
部
長　

駐
車
場
の
増
改

は
困
難
な
た
め
、
合
津
港
周
辺
の

臨
時
駐
車
場
設
置
、
警
備
員
の
増

員
配
置
に
よ
る
対
応
を
事
業
者
に

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
方
か
ら
の
意
見
徴
収

は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
必
要
に
応

じ
て
事
業
者
や
住
民
と
の
協
議
の

場
を
設
け
て
対
策
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

【 

八
代
・
天
草
シ
ー
ラ
イ
ン
構
想

推
進
大
会
に
つ
い
て
】

田
中　

大
会
実
施
後
の
市
長
の
感

想
と
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
。

市
長　

天
草
地
域
に
お
け
る
シ
ー

ラ
イ
ン
構
想
の
実
現
に
向
け
て
機

運
の
高
ま
り
を
実
感
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
早
期
実
現
に
向
け
た
天
草

地
域
お
よ
び
県
内
地
域
に
お
け
る

機
運
醸
成
を
図
る
た
め
、
引
き
続

き
各
種
団
体
と
と
も
に
連
携
を
し

て
、
実
現
に
向
け
た
活
動
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

西本　輝幸 議員

雲仙天草国立公園千巌山
展望所の管理と施策についてＱ
Ａ 計画的に伐採して
まいりたい

田中　辰夫 議員

シーライン国交省の要望活動
に対する反応についてＱ
Ａ 天草地域におけるシーラインの

必要性は、十分認識していただいた

▲ 千巌山からの
　眺望



　　職員懲戒審査委員会とは？

　市長からの要求に応じて、特別職の職員に対する

懲戒について審査するために設置されるものです。

（特別職の職員）

〇副市長　　　　　〇専門委員

〇選挙管理委員　　〇監査委員
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【 

災
害
備
蓄
物
資
の
状
況
に
つ
い

て
】

塩
田　

保
存
食
お
よ
び
生
活
必
需

品
を
備
蓄
し
て
い
る
と
思
う
が
、

備
蓄
場
所
は
。

総
務
部
長　

大
矢
野
庁
舎
、
旧
上

北
小
学
校
、
つ
ど
い
処
よ
ん
な
っ

せ
、
松
島
庁
舎
、
ミ
オ
・
カ
ミ
ー

ノ
、
旧
阿
村
中
学
校
、
姫
戸
統
括

支
所
、
龍
ヶ
岳
統
括
支
所
の
8
箇

所
に
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

塩
田　

保
存
食
の
点
検
、
入
れ
替

え
お
よ
び
追
加
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長　

保
存
食
の
点
検
に
つ

き
ま
し
て
は
、
年
に
3
回
程
度
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
保
存

水
お
よ
び
ア
ル
フ
ァ
化
米
に
つ
き

ま
し
て
は
、
毎
年
度
備
蓄
物
資
購

入
計
画
に
基
づ
き
、
必
要
数
を
購

入
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、

保
存
食
な
ど
の
備
蓄
物
資
に
つ
き

ま
し
て
は
、
消
費
期
限
前
に
は
、

総
合
防
災
訓
練
や
出
前
講
座
な
ど

で
実
際
に
試
食
し
て
い
た
だ
く
な

ど
有
効
活
用
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

塩
田　

災
害
は
、
命
と
財
産
を
失

う
も
の
で
あ
り
、
も
し
も
の
と
き

に
備
え
る
た
め
の
環
境
整
備
が
必

要
で
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

【
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
】

塩
田　

中
学
校
部
活
動
の
種
目
数

お
よ
び
人
員
の
現
状
は
。

教
育
部
長　

中
学
校
部
活
動
の
延

べ
種
目
数
に
つ
い
て
は
、
令
和
5

年
度
が
25
種
目
で
、
平
成
30
年
度

が
30
種
目
と
な
っ
て
お
り
、
5
種

目
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
部
活
動
の
部
員
数
に
つ

き
ま
し
て
は
、
令
和
5
年
度
が

4
0
4
人
で
、
令
和
元
年
度
が

4
7
1
人
と
な
っ
て
お
り
、
67
人

の
減
少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

塩
田　

部
活
動
指
導
員
の
設
置
状

況
お
よ
び
そ
の
効
果
は
。

教
育
部
長　

令
和
5
年
度
が
3
中

学
校
に
6
人
配
置
し
て
お
り
ま
す
。

効
果
と
し
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技

等
に
お
け
る
専
門
的
な
指
導
が
受

け
ら
れ
、
生
徒
の
技
術
力
の
向
上

等
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
教
職

員
の
部
活
動
指
導
者
に
係
る
負
担

軽
減
が
図
ら
れ
ま
す
。

塩
田　

今
後
の
部
活
動
の
地
域
移

行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

教
育
部
長　

令
和
7
年
度
に
は
、

で
き
る
学
校
か
ら
、
土
日
の
中
学

校
部
活
動
の
地
域
移
行
を
先
行
実

施
し
、
令
和
8
年
度
の
完
全
移
行

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

塩田　真一 議員

本市の災害備蓄物資の状況はＱ
Ａ 8か所に分散して
備蓄している

人事案件

上天草市職員懲戒審査委員会委員 濵
はま

﨑
さき

　裕
ゆう

慈
じ

　　（新任）　大矢野町

上天草市職員懲戒審査委員会委員 岩
いわ

永
なが

　裕
ゆう

一
いち

　　（新任）　大矢野町
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議案
番号 議案名 結果 表決数

北
垣

　
　
洋

井
手
口
隆
光

木
下

　
文
宣

何
川

　
　
誠

塩
田

　
真
一

嶋
元

　
秀
司

田
中

　
辰
夫

何
川

　
雅
彦

宮
下

　
昌
子

西
本

　
輝
幸

髙
橋
　
　
健

小
西

　
涼
司

田
中

　
万
里

桑
原
　
千
知

議案
第25号

令和6年度上天草市一般会計
予算 可決 13-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案
第33号

令和6年度上天草市水道事業
会計予算 可決 13-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案
第35号

令和6年度上天草市立上天草
総合病院事業会計予算 可決 13-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案
第36号

上天草市過疎地域持続的発展
計画の変更について 可決 13-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案
第37号

上天草市第3次総合計画の策
定について 可決 13-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案
第38号

指定管理者の指定について
（上天草市前島観光拠点施設） 可決 13-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案
第41号 市道路線の廃止について 可決 13-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

発議
第42号 市道路線の認定について 可決 13-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

〇賛成　●反対　/欠席　－議長は除く

賛 否 表
主な議案などの賛否について、下記のとおり公表します。

指定管理者の指定
上天草市前島観光拠点施設

指定管理者：九州産交グループ・シークルーズ
　　　　　　共同企業体
期　　　間：令和6年10月1日～
　　　　　　　令和11年3月31日

可
決▲ミオ・カミーノ

経済建設常任委員会で現地

踏査を行い、施設の概要や

指定管理者の業務内容、指

定管理料の算定根拠につい

て説明を受けました。
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▲総務常任委員会の様子

議会報告会を開催
総務常任委員会

文教厚生常任委員会

▲文教厚生常任委員会の様子

　総務常任委員会では、2月8日（木）、北消

防署において、署員と「災害発生時の体制お

よび対応について」をテーマに議会報告会を

開催しました。意見交換会では「停電時対応

の発電機が設置されているものの、消防無線

非常灯を補う程度の発電能力で、非常用発電

機としては十分に機能するか課題である。」

などの意見が出ました。このような意見をも

とに、大規模災害が発生した際、迅速に対応

できるよう、関係機関との連携をしっかりと

行っていくことを改めて確認し合いました。 ▲経済建設常任委員会の様子

経済建設常任委員会
　経済建設常任委員会では、2月5日（月）、

海運会館において、海運事業者と「海運業の

振興について」をテーマに議会報告会を開催

しました。意見交換会では、船員および後継

者不足等の課題が取り上げられ、その中で、

「船員が地元に定住・定職してくれるよう、

行政で婚活イベント等の開催ができないか。」

などの意見が出ました。このような意見交換

を経て、委員会としては、今後も現状把握に

努めながら調査を重ね、政策提言につなげて

いくこととしています。

　文教厚生常任委員会では、2月13日（火）、

大矢野庁舎において、市内介護施設と「介護

施設が抱える課題や問題点について」をテー

マに議会報告会を開催しました。意見交換会

では「職員の高齢化や人手不足に困っている。

また、人口が減少していることもあり、利用

者が減少し、経営が圧迫される。」などの意

見が出ました。このような意見交換を経て、

委員会としては、今後も現状把握に努めなが

ら調査を重ね、政策提言につなげていくこと

としています。



自治体との取引が

ある個人事業主は

兼業ＮＧ

自治体との取引が

年間300万円以下

であれば兼業ＯＫ

改正前 改正後
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議会の疑問を解説します

　令和4年12月10日、地方議会議員の兼業規制を緩和する改正地方自治法が可決、成立さ

れました。以前は、自治体と取引がある個人事業主は地方議員に立候補することができま

せんでしたが、法改正によって自治体から業務を請け負う場合、年間取引額が300万円
以下であれば地方議会議員選挙に立候補することができるようになりました。
　上天草市議会でも議員の中で該当者がいる場合は、市HPなどで請負の状況を公表して

いきます。

今回のテーマは 議員の兼業禁止の緩和 です。

　議会だより「えがお」に対する皆さまのご意見・ご感想を募集します。

　皆さまのご意見等を参考に、紙面のさらなる充実をめざしますので、よろしくお願いします。

■応募方法　ハガキ、封書、メール、ファックスによりお送りください。

■記入事項　①住所　②氏名　③電話番号　④ご意見・ご感想

■宛　　先　〒869-3692　上天草市大矢野町上1514　　上天草市議会事務局

　　　　　　FAX：0964-56-4936　　E-mail：gikai@city.kamiamakusa.lg.jp

■お問い合わせ先　上天草市議会事務局　TEL：0964-26-5536

ご意見・ご感想を募集します

議会の主な動き
2月
　 5日　経済建設常任委員会議会報告会
　 8日　総務常任委員会議会報告会
　13日　文教厚生常任委員会議会報告会
　18日　ひとり親家庭の会総会出席
　19日　議会運営委員会
　26日～3月19日
　　　　令和6年第2回市議会定例会

3月
　 4日　上天草看護専門学校卒業式出席
　　　　令和5年第5回上天草市議会定例会

4月
　 6日　天草戦没者追悼式出席
　10日～11日
　　　　熊本県市議会議長会出席
　11日　上天草看護専門学校入学式出席
　19日　防犯協会総会出席
　25日　九州市議会議長会出席
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上
天
草
市
は
、
平
成
16
年
3
月
31
日
に
旧

4
町
で
合
併
し
、
誕
生
し
ま
し
た
。
今
年
20

周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
ア
ッ
と
言
う
間
の

20
年
で
し
た
。
当
時
、
姫
戸
町
の
新
米
議
員

と
し
て
関
わ
り
、
様
々
な
問
題
や
旧
町
ご
と

の
駆
け
引
き
な
ど
、
簡
単
に
は
進
ま
な
い
合

併
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。『
負
担

は
低
く
サ
ー
ビ
ス
は
高
く
』
が
う
た
い
文
句

の
合
併
で
し
た
が
、
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
人
口
も
約
3
万
5
千
人
か
ら

2
万
4
千
人
に
減
少
し
、
高
齢
化
率
も
43
・

8
％
で
す
。
進
む
人
口
減
少
、
少
子
化
に
、

中
々
歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
議
員
数
も
、

62
人
か
ら
26
人
へ
、
そ
し
て
、
現
在
は
16
人

と
な
り
、
次
回
改
選
時
か
ら
14
人
と
な
り
そ

う
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
色
々
な
思
い
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

議
会
広
報
『
え
が
お
』
も
、
今
号
で
第
53

号
と
な
り
ま
す
。
わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く

り
を
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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次の定例会は 5月31日開会です。テレビ・インターネット中継もご利用いただけます！詳しくは議会事務局へ　0964‒26‒5536

まちを歩いて… 龍ヶ岳町

大矢野町

笑顔
が

笑顔
が

キラリキラリ

　小学生の頃以来の脇浦地区からの
龍ヶ岳への登山。川沿いから龍ヶ岳山
頂へ続く登山道を進むこと10分くらい
の所にそびえ立つ大杉。根元には祠が
祀られ、地域の人に山の守り神として
長年大切にされていることがうかがえ
ました。１時間くらいの登山となり、
身体は疲れましたが、景色や森林浴を
浴び、心は癒されました。

樹齢600年を超える大杉


